
水道施設概要書 平成27年5月13日

秦野市水道局

１　二タ子送水ポンプ場

(1)　施設能力・設備

施設

電気設備

機械設備

耐震診断
結果

(2)　竣工年

(3)　建設費用及び最近５年以内の施設等更新費用

(4)　法定耐用年数及び更新時期

構築物、
機械及び
装置一体

　水道用構築物の導水設備・配水設備　　５８年 平成６９年

　県水を受水するための施設で、ここから広畑配水場と城山配水場に送水
しています。
　　　配水池容量　　４，０００㎥　RC構造
　　　建物　　地下１階地上２階
　　　　　　　　地下１階　ポンプ室　　地上１階　自家発電室
　　　　　　　　地上２階　電気室

　高圧受変電設備、自家発電設備(ガスタービン750KVA)、ポンプ動力設
備、監視計装設備、遠隔監視制御設備等

送水ポンプ(１５０KW×３台　容量毎分１４㎥／台)
送水ポンプ(７５KW×２台　容量毎分７㎥／台)

水運用状況(平成２５年実績)
　　県水送水(広畑配水場及び城山配水場)　１３，４５６㎥／日

 平成１１年

　建設年度が比較的新しい施設であり、劣化による耐震強度の低下は見受
けられませんでした。建設における耐震基準は、新基準で建設しています
ので、耐震診断の結果は、良好であり、問題ありませんでした。

当初：約　１９億円

資料 ２ 
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２　八幡山配水場

(1)　施設能力・設備

施設

電気設備

機械設備

耐震診断
結果

(2)　竣工年

(3)　建設費用及び最近５年以内の施設等更新費用

(4)　法定耐用年数及び更新時期

構築物、
機械及び
装置一体

　水道用構築物の配水設備　　５８年 平成４１年

　送水ポンプ(１９０ＫＷ×３台　容量毎分１１．９㎥／台)

　水運用状況(平成２５年実績)
　　　取水　　　　　　 ９，０９８㎥／日
　　　配水　           ７，０９３㎥／日
　　　金井場送水　　 １２，８８９㎥／日
　　　広畑受水　  　 １０，８８３㎥／日

 昭和４７年

 当初：建設費用　　　　　　　　　約　３億２，０００万円
 平成２３年：屋上耐水等更新　　　約　　　　　５０３万円
 平成２５年：遠方監視装置二重化　約　　　２，７３０万円
 平成２６年：高圧交流開閉器更新　約　　　　　１５４万円
 平成２６年：１号送水ポンプ更新　約　　　１，２６３万円

　配水地は、築造後４２年が経過しており、経年によるコンクリートの劣
化が見受けられます。耐震診断では、配水池（４，４８０㎥）は、水道施
設耐震工法指針１９９７年版（公益社団法人　日本水道協会）に達してお
らず、耐震対策が必要であるとの結果でした。耐震補強方法としては、コ
ンクリート増し打ち工法が最良であり、その概算費用は約１，１００万円
が必要となります。

　広畑配水場からの送水と自己水源7井(秦野田・尾尻端・前河原・向原・
西大竹・後田・峰開戸取水場)を水源とし、本町地区への配水、及び金井
場配水場に送水する設備を有しています。特に、幹線水系の中央監視制御
の役割を担っています。この施設は配水と送水を兼ねています。
　　配水池容量　　４，４８０㎥　RC構造
　　建物　　地下１階地上２階
　　　　　　　　地下１階　ポンプ室
　　　　　　　　地上１階　自家発電室　電気室
　　　　　　　　地上２階　中央監視室　事務室

　高圧受変電設備、自家発電設備(ディーゼル375KVA)、ポンプ動力設備、
監視計装設備、遠隔監視制御設備等
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３　堀山下浄水場

(1)　施設能力・設備

施設

電気設備

機械設備

耐震診断
結果

(2)　竣工年

(3)　建設費用及び最近５年以内の施設等更新費用

(4)　法定耐用年数及び更新時期

構築物、
機械及び
装置一体

　水道用構築物の浄水設備　　５８年 平成４１年

 昭和４７年

 当初：建設費用　　　　　　　　　　　約　２億５，０００万円
 平成２２年：ろ過地サイフォン管更新　約　　　６，１２２万円
 平成２２年：次亜塩素貯留タンク更新　約　　　　　６３０万円
 平成２４年：送水流量計更新　　　　　約　　　　　４５３万円
 平成２５年：浄水濁度計更新　　　　　約　　　　　２１２万円

　表流水を浄水ろ過する設備を有した施設です。設備のろ過方式は、急速
ろ過で、水無川の猿渡取水場と四十八瀬川の森戸下取水場からの表流水を
水源としています。凝集沈殿剤により凝集沈殿と急速ろ過を行う市内で唯
一の浄水場です。自然流下で配水するとともに、堀山下高区配水場及び堀
山下低区配水場に送水しています。
　　配水池容量　 ２，４００㎥　（１，４００㎥+１，０００ ㎥)
　　　　　　　　 RC構造　　２池
　　浄水施設　　 沈殿池２池、フロック形成池１池、急速ろ過池８池、
                 凝集沈殿剤注入施設
　　浄水能力　　 ６，４５０㎥
    管理棟　　地上１階　自家発電室、次亜貯留室、次亜注入室
　　　　　 　 地上２階　管理室

　浄水施設及び配水池は築造後４２年が経過しており、経年によりコンク
リートの劣化が見受けられます。
　耐震診断では、浄水施設（沈殿池、ろ過池等）及び配水池は水道施設耐
震工法指針２００９年版（公益社団法人日本水道協会）に達しておらず、
耐震対策が必要であるとの結果でした。耐震補強方法としては、コンク
リート増し打ち工法が最良であり、その概算費用は浄水施設が約１０，９
００万円、配水池は約４，０００万円が必要となります。

　低圧受電設備、自家発電設備(ディーゼル100KVA)、ポンプ動力設備、ろ
過池制御設備、監視計装設備、遠隔監視制御設備等

　高区送水ポンプ(１１KW×2台　容量毎分０．６㎥／台)
　表洗浄ポンプ(１５KW×２台　容量毎分１．３㎥／台)

　水運用状況(平成２５年実績)
　　　取水　      ４，０２３㎥／日
      配水　      ２，３２５㎥／日
      送水　      １，６５０㎥／日
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